
〔解説〕 106：415（昭和基地；南極；地上気象；ブリザード　カタバ風）

南極昭和基地の気象

佐藤 薫＊

　1．はじめに
　昭和基地は，南緯69度00分22秒，東経39度35分24秒

に位置する（第1図）．ちょうど，アフリカ大陸の東の

海岸線を南に延ばした経度である．昭和基地のある東

オングル島は，リュッツホルム湾に存在し，南極大陸

は東に位置している．南極大陸までの距離は約4km

であり，冬季，海氷が厚くなってくれば，雪上車やス

ノーモービルで海を渡って大陸に出かけることができ

る．空は広く澄んでいて，日中は，空一面に広がる絹

雲，雪を降らす高積雲，日没直後の夕焼けの下で水平

線の上に青く広がる地球影，太陽の周りに大きな光の

輪ができるハロ（日量），太陽の上に光の柱ができるサ

ンピラー（太陽柱），そして，夕焼けの色の水平方向360

度のグラディエーションを，心ゆくまで堪能すること

ができる．昭和基地は，オーロラオーバルと呼ばれる

オーロラが発達する領域の真下に位置するため，夜は，

晴れていればオーロラが見られることが多い．また，

天の川が美しい．南十字星や逆さになったオリオン座，

きれいなカーブを描くさそり座，大マゼラン星雲，小

マゼラン星雲などの南半球ならではの星々もよく見え

る．白夜は11月末から1月中旬まで，極夜は5月末か

ら7月中旬までのそれぞれ約45日間である．緯度があ

まり高くないので，極夜でも3時間程度は明るく，外

作業をする貴重な時問帯となる．

　筆者は，第44次日本南極地域観測隊（JapaneseAnt－

arcticResearchExpedition，JARE）越冬隊員として，

2002年12月18日から2004年2月3日までのほぼ1年

問，昭和基地にて生活した．主な目的は，オゾンゾン

＊大学共同利用機関法人，情報・システム研究機構国立

デによるオゾンホール生成期およびオゾン層回復期の

観測と，2002年の気象学会春季大会シンポジウムで紹

介した，南極昭和基地大型大気レーダー計画
（PANSY）（佐藤ほか，2003）のための現地調査であっ

た．オゾン観測については「極地」にその経過を述べ

た（佐藤，2004）。これらの研究活動の内容は，別途論

文等で報告することとし，ここでは，越冬中，南極の

特徴的な現象であるブリザードやカタバ風などを経験

しながら行なった，昭和基地地上気象のデータ解析結

果（Sato　and　Hirasawa，2004）を基に，南極大陸沿

岸型の典型である昭和基地の気象について解説する．
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　2．地上気象データ

　南極昭和基地における気象観測の歴史は古く，国際

地球観測年（第3次国際極年にも対応）の1957年に第

1次日本南極地域観測隊による観測が開始されて以

来，1958年の2次隊の越冬不成立，1962年から1965年

までの基地閉鎖を除き，40年以上にわたるデータの蓄

積がある．解析に用いたのは，1957年2月9日から2003

年12月31日までの南極昭和基地の気温，気圧，風向，

風速，日照時間の観測データである．1957年から1958

年2月（1次隊）は6時問毎1959年1月（3次隊）

から1982年1月（22次隊）までは3時間毎，1982年2

月（23次隊）以降は1時間毎である．気温は瞬間値，

風速は10分平均値である．第2図に解析した時系列の

例として，1957年（1次隊）と2003年（44次隊）の気

温と風の強さを示す．2003年のデータは3時間毎に間

引いてプロットしてある．

　ブリザードの定義については，卓越する気象が異な

るため，各基地独自の基準がある．昭和基地でのブリ

ザードの現在の基準は16次隊の時（1975年〉，決められ

た（気象庁，1989）．これを第1表に示す．ブリザード

継続時間とは，各ブリザードについて，C級ブリザード

基準を満たしている時問のことである．また，「中断」
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Fig．1：Locations　of　Japanese　Antarctic　Sta－

　　　tions．

Tempe　r　o　t　u　r　e　1957

る場合は，中断のあった1つのブリザードとして考え，

2つの異なるブリザードとして見なさないというもの

である．ここでは，1957年まで遡って現在の基準で定

義し直したブリザードデータを用いた．すなわち，1977

年以前については，南極気象観測三十年誌（気象庁，

1989）に記された，月別の各級ブリザード回数のデー

タ，1978年以降は各隊次ごとの日本南極観測隊報告に

印刷された，各ブリザードの詳細データである．また，

気圧配置等は，ヨーロッパ中期予報センター
（ECMWF）の客観解析データ，および，再解析データ

を用いて調べた．
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Fig．2：（From　the　top）Time　series　of　surface　temperature　in1957and2003，

　　　s皿face　wind　speeds　in1957and2003at　Syowa　Station．Horizontal
　　　dashed　lines　show　wind　speed　criteria　of　blizzards，namely，10m　s－1，

　　　15ms－1and25ms－1．

Table　l：Criteria　of　blizzards　at　Syowa　Station

　　　　（JMA，1989）．

Class Visibility Wind　speed Duration

A ＜100m ≧25m／s ≧6h

B ＜l　km ≧15m／s ≧12h

C ＜1km ≧10m／s ≧6h

というのがあるが，これは一時的にブリザード基準を

満たさなくなったものの，その後，再度満たすように

なったときに，同じ低気圧システムによると判断され

強く，1日，半日，8時間，

られる．東西風，南北風にも1年，半年，1／3年，1日，

半日の周期にピークが見られるが，東西風の方が振幅

が大きい．東西風スペクトルには，8時間と6時問の

ピークも見られる．太陽活動の11年周期（最も左の破

線）に対応するピークはどのスペクトルにも見られな

い
．

　興味深いのは，スペクトルの傾きが低周期側と高周

期側で異なる点である．スペクトルの折れ曲がり部の

周期は，気温と風は約7日，気圧は約3日である．気

　3．統計的特徴

　長い時系列を手に入れる

と，まず解析してみたくな

るのがスペクトルである．

ここでは，広い周波数帯に

おいてシャープなスペクト

ルピークの検出が可能な最

大エントロピー法を用いて

解析した（例えば，日野

（1977）参照）．地上の気温

気圧，東西風南北風の周

波数スペクトルを第3図に

示す．横軸は4桁以上の周

期帯に及び，最小周期は2

時間，最大周期は20年であ

る．気温には，1年のピー

クのほか，半年，1／3年周期

の卓越が見られる．1日，

半日，8時間周期の潮汐に

対応するピークも見られ

る．気圧の方は，1年より

半年周期ピークの方がやや

　6時問の潮汐ピークも見

4
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Fig．3：Frequency　spectra　of　meteorological　parameters　at　Syowa　Station

　　　based　on　the　data　of1957through2003．The　top　left　panel　shows

　　　temperature，top　right　surface　pressure，bottom　left　zonal　wind，and

　　　bottom　right　meridional　wind．The　left　end　of　the　horizontal　axis

　　　shows20years　and　the　right　end2hours．Characteristic　peaks　are

　　　denoted　in　each　figure（Sato　and　Hirasawa，2004）．

圧とそれ以外の気象要素とで折れ曲がりの周期が異な

る理由はわからないが，この特徴は，エネルギーがこ

の数日周期付近に集中していることを示しており，お

そらく，高低気圧活動に対応するものと考えられる（横

軸を対数軸にとる場合，エネルギーの比較はスペクト

ル密度にそれぞれの周波数を掛けて行う必要がある

（例えば，佐藤1999）．周波数をかけると折れ曲がり

に対応する数日周期にブロードなピークが見られる）．

　次に，気温と風速の頻度分布を第4図に示す．デー

タの存在する全期問である42年間の平均気温は一

10．6QCで，平均風速は6．5

ms一’である．南極として

は，さほど過酷な環境では

なく，温暖で風が弱い，観

測活動には適した場所とも

いえる．毎年夏の期間は，

越冬成立のため，海氷状況

や気象状況を睨みながら

の，観測隊と自衛隊による，

観測船と昭和基地間の，雪

上車やヘリコプターを用い

た懸命な物資輸送が行われ

るが，結果として越冬成立

できなかったのは2次隊の

みであり，アクセスという

意味でも，必ずしも難しい

場所とはいえない．

　最低気温の記録は1982年

9月4日5時頃（地方時）

の一45．30C，最大風速は

1975年5月26日1時頃の
47．2m　sq，最大瞬問風速

は1996年5月27日9時頃の

6L2ms－1である．気温の分

布がガウス型でないのは，

後に示すように夏期問気温

の変動が小さいためであ

る．興味深いのは，昭和基

地では，北東風が卓越して

いることである．北北東，

北東，東北東の風が全体の

57．0％をしめる．風速のベ

クトル平均の絶対値をスカ

ラー（絶対値の）平均で割っ

た方向一定性（directional　constancy．一定性が高い

ほど100％に近い）は昭和基地では78％である．これは，

昭和基地の風が低気圧などの移動するシステムに支配

されているのでなく，南極大陸からのカタバ風が卓越

するためである．

　4．カタバ風
　地上風の風向がほとんど変わらないというのは，昭

和基地に限らず，南極内陸部，沿岸部で共通する特徴

である．内陸部観測点である南極点での方向一定性は

2004年12月 5
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Fig．4：Frequency　distribution　of　surface　temperature，wind　speed，and　wind　direction　at　Syowa　Station

　　　based　on　the　data　of1957through2003（Sato　and　Hirasawa，2004）．
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Fig．5：Time－averaged　wintertime　stream－
　　　lines　of　surface　airflow　over　Antar・

　　　ctica．Contours　show　elevation　in　incre－

　　　mentsof100m（ParishandBromwich，
　　　1987）．

79％，ボストーク基地では81％，みずほ基地では96％，

沿岸部のモーソン基地では93％，ハレー基地では59％

である（King　and　Tumer，1997）．これは，南極のカ

タバ風が大陸規模の現象だからである．

　カタバ風は，夜間の放射冷却により地表面付近の大

気が冷やされ，重くなって，斜面を駆け下りる現象で

ある．南極以外では，ハワイ島のカタバ風がよく知ら

れている．南極のカタバ風の特徴は，大規模なために

地球の回転を感じる点にある．すなわち，流れは左側

にずれる．第5図は，南極冬季の平均的な地表風の流

線である（ParishandBromwich，1987）．大陸の標高

が高いところから沿岸部に向かう流れが卓越してお

り，それぞれが左に曲がっているのがわかる．大陸が

巨視的に見ると南側にあるのに，昭和基地でカタバ風

が北東風なのは，大陸が局所的には東側に位置し，冷

えた空気が西向きに駆け下りる際に，コリオリカによ

る南向き成分が加わるためと考えられる．

　カタバ風はNOAAの赤外画像にも，温度の高い領

域として見えることがある（第6図）．これは，カタバ

風により上空の暖かい空気が地表面の冷えた空気と混

合されるため，カタバ風の吹いていない領域よりも相

対的に温度が高くなるためと考えられている．昭和基

地からは，西に望む大陸上を駆け下りるカタバ風が，

地表面付近の雪によって可視化されるのを観察するこ

とができる．また，カタバ風が強いときにはハイドロー

リックジャンプ（流れの急なところから緩やかなとこ

ろに移る場所に見られる不連続な飛躍．はね水現象）

の一種として，数百mほど雪が巻きあがる様子もしば

しば見られる．

　ブリザードをもたらす低気圧活動が弱い夏季は日変

化が大きく，カタバ風に支配されることが多い．第7

図は12～1月の平均の風向と風速の日変化である．カ

タバ風は夜半に吹き始め，昼過ぎに弱まる．午前中晴

れていれば，早めに風はやむが，曇っていれば午後も

残ることが多い．これは日射による地表面加熱の有無

によると考えられる．18時からの夕食前は，風が止ん

で，1日の作業も終わり，ほっとできるひとときであ

る．

6 “天気佐51．12．
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　　　is　applied．Shaded　widths　indicate　stan－

　　　dard　deviation　for　each　ten　day　period．

　　　A　dashed　line　in　the　bottom　figure

　　　shows　northeast　wind　direction（45
　　　degrees）（Sato　and　Hirasawa，2004）．
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Fig．7：Time－averaged　summer（December　to
　　　January）wind　speed　and　its　direction

　　　at　Syowa　Station．Katabatic　wind
　　　starts　to　blow　late　at　night　and　ceases

　　　early　in　the　afternoon．

　5．季節変化

　第8図に気温，風速，気圧の季節変化を示す．42年

問のデータを用いた旬平均（太線）と標準偏差（陰影）

である．標準偏差はしたがって数日以下の短周期の変

動成分を示す（以下，短周期変動と呼ぶ）．図を見やす

くする為に，1か月の移動平均をかけてある．平均気

温は，夏の12月下旬から1月中旬までが高く，約一10C

である．夏の短周期変動は小さい．夏の日中の気温は

プラスになることが多く，雪は解ける．昭和基地では，

むしろ，しらせの運んでくる観測物資の受け入れや，

廃棄物の持ち帰り，夏の建設作業に備え，11月頃に砂

まきをし，積極的に雪を解かす．夏の昭和基地は，風

化した岩盤がむき出しの工事現場の様相となり，白い

南極のイメージからはほど遠い．

　これに対し，冬はじりじりと気温が下がり，旬平均

気温の変化が緩やかな，いわゆるコアレスウィンター

となる．月平均の最低気温はおよそ一20℃であるが，

夏に比べると気温の短周期変動は大きく，一300Cを切

る日も少なくない．一30QC以下になると，厚手の毛糸の

手袋の上に厚手の皮の手袋をはめても，手が凍えてく

るし，小さな金属さえも素手で扱うと痛くて辛くなる．

2004年12月 7



874 南極昭和基地の気象

　風速は，夏に比べて冬は強くなるものの，その季節

変化は小さく，むしろ短周期変動の方が大きいことが

わかる．風向は，前にも述べたように，季節を問わず

北東風が卓越している．

　気圧は概して低い．地上気圧は平均で987hPa程度

である．昭和基地の標高は29．18mであるから，南極大

陸内部と違って，高さのせいではない．950hPa台とい

う台風並みの低い気圧となることもまれではない．こ

のように，南極周辺部で気圧が低いことは，極環低圧

帯（circumpolartrough）としてよく知られた事実で

ある．しかし，その理由はというと，すぐには答えが

思いつかない．地球の自転にともなう遠心力によって

大気が赤道域にたまるから，とか，南極大陸があるた

めに，中緯度から入ってきた低気圧が大陸周辺部で止

まってしまうからというような説明がある．後者は止

まると言うよりは上陸すると気柱が縮むために低気圧

が弱まるからというのがより正確だろう．しかし，前

者は北極では気圧は必ずしも低くないことが説明でき

ないし，後者もそもそも平均場として気圧が低いこと

まで説明できるかという疑問が残る．ひとつの魅力的

な説明は，南極固有の現象であるカタバ風を考慮した

ものである．南極では大陸がドーム型をしているため

に，南極大陸から周辺部に向かって流れ降りる大規模

なカタバ風が存在する．これは質量収支という意味で

は，発散に働く．つまりカタバ風が南極周辺での低気

圧を維持していると考えるのである．これは，大陸が

存在しない北極では気圧は低くないという事実と調和

的である．また，カタバ風の効果を考えると，次に述

べるように，気圧の季節変化も説明できそうである．

　気圧は夏と冬に高く，春と秋に低いという半年周期

で変動する（第8図）．この特徴は気圧の周波数スペク

トルに見られる半年のピークとしても現れている（第

3図）．これはvanLoon（1972）により示された，極

環低圧帯の半年振動，すなわち，極環低圧帯が夏と冬

に弱り，低緯度に移動することと対応している．

　この気圧の半年周期変動は，カタバ風と南極大陸上

の放射冷却による上層での大気の流れ込みの綱引きの

結果との説明がある（Parishand　Bromwich，1997）．

まず，シベリア高気圧のように，冬季の南極大陸のす

ぐ上の大気には，背の低い高気圧が形成される．これ

は，放射冷却によって冷やされ，静水圧効果により収

縮すると，地衡風からのずれが生じ，これを解消する

為に，周りから大気が流れ込むからである．この効果

は極夜となる真冬に顕著である．ところが一方，南極

大陸はドーム型をしている為，冷やされた空気は重力

流となって大陸周辺に流れ出す（カタバ風）．カタバ風

も冬季に顕著となるが，統計的には夏以外はいつでも

強い（第8図）．つまり，真冬はカタバ風は強いが，静

水圧効果が勝るため高気圧となり，真夏は，冬に比べ

ると静水圧効果は弱まるが，カタバ風も弱まるため，

静水圧効果が勝って高気圧になる．そして，春と秋は，

静水圧効果は冬に比べて弱まるのに対し，カタバ風は

冬と同程度に強く，その低気圧効果が勝るというわけ

である．

　ただし，標準偏差の幅で示される短周期変動が，こ

の半年周期の変動よりも大きいことに現れているよう

に（第8図〉，昭和基地の気圧変動は，低気圧活動にも

大きく影響されることにも注意しておきたい．また，

南半球中緯度の高低気圧波動の活動度は春と秋に強

く，それに伴う下部成層圏の極向きのブリューワドブ

ソン循環による質量輸送の季節変化も南極周辺部の低

気圧の半年周期と調和的であることも記しておく．

　6．ブリザード

　ブリザードは，強い吹雪または地吹雪のことである．

吹雪と地吹雪の違いは，空から降る雪を伴うかどうか

による．つまり，地吹雪は降雪はないが，風により地

表面に積もった雪が巻き上げられる現象である．りず

れも強い風を伴い，視界が遮られる．昭和基地では，

第1表に示したように，3つの階級に分けて捉え，基

地活動の指標にしている．B級以上のブリザード時は

外出注意となり，人員点呼が行われ，移動するときは

無線で基地に連絡することになるし，複数人数での行

動に制限されることもある．強いA級ブリザードにな

ると，外出禁止令が出される．最大瞬問風速が40ms－1

をこえるとアンテナが折れたり，支線が外れるなどの

様々な被害が発生する．強い風速のため震動で折れる

こともあるが，厚いベニヤ板の破片が飛んできて当た

るなど，人為的要因が関係することも多い．しかしな

がら，厚いベニヤ板をとばすその自然の力は驚異的で，

ブリザード後のアンテナ点検時に，支線を固定するた

めの頑丈なターンバックルのフック部分がのびきって

いるのを発見したときは愕然とした．

　ブリザードの記録は，各観測隊の公式記録である観

測隊報告に残されている．ブリザード記録として書式

がほぽ統一されているのは，1978年以降である．各ブ

リザードの階級，開始および終了時刻，最大風速，最

大瞬間風速，備考欄には最低気圧などの記録も残され

8
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南極昭和基地の気象 875

ている．第9図は，これら

のデータを基に作成したブ

リザードカレンダーであ

る．A級は赤，B級は青，

C級は緑で示してある．2

重丸は，各隊で初めて経験

したブリザードである．越

冬交代は2月1日に行われ

るので，これ以降の最初の

ブリザードがその隊の第1

号となる．その時期は2月

が13回，3月が9回，4月
は4回である．

　夏期問，昭和基地の人口

が100人ほどにふくれあが

る．この時期は，到着した

隊の荷物が十分建物内に収

容されていないため，ブリ

ザードが来ると大きな被害

をもたらす．到着直後にB
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Fig．9二Blizzard　calel／der　ill1978through2003at　Syowa　Statiol／．Red，blue

　　　and　green　dots　show　class　A，class　B，and　class　C　blizzards，respec－

　　　tively．Numerals　on　the　right　axis　show　the　order　of　Japanese
　　　Al／tarctic　Research　Expedition（JARE）．Circled　dots　illdicate　the　first

　　　blizzard　which　was　experienced　by　each　JARE．

級ブリザードを経験した33次隊，夏作業本番の1月に

C級ブリザードを経験した32次隊，40次隊は，まだ南極

の気象になれていない時期でもあり，大変な苦労が

あったろうと推察される．ブリザードは各隊の独自の

方針により命名される．

　第10図は，1978～2002年におけるブリザード頻度の

季節変化である．3月下旬から10月下旬までが多いこ

とがわかる．この時期，頻度はほぽ一定であるが，興

味深いのは，6月中下旬，つまり，ちょうど冬至のこ

ろ，頻度が落ちている点である．これは，おそらく真

冬の南極大陸上の高気圧が発達し，極環低圧帯が低緯

度に移動し弱まることに関連して，南極にやってくる

ブリザードをもたらす低気圧の頻度が下がるためだろ

うと考えられる．

　50ms一’を超えるような強い瞬問風速を記録するの

は，たいていA級ブリザード時である．これまでの昭

和基地での最大瞬問風速は，先に示したように，1996

年5月27日に記録した61．2ms 1である．このときの

925hPaでの高度場と湿度を第11図に示す．中心を65S

付近に持つ強い低気圧が北西に控えている．低気圧の

東側（昭和基地付近）では，高湿度になっていて，南

向きの水蒸気移流があるのがわかる．最大瞬問風速が

50ms『1を超えた，ほかの事例も調べたが，同様な特徴

が共通して見られる．ただ，このような気圧配置は必

40
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Fig．10二Integrated　lluml）er　of　blizzards　hl

　　　each　ten　day　period　of　l978　through

　　　2003at　Syowa　Station．Black　colors，
　　　cross　shadil／g　and　hatches　show　num－

　　　bers　of　class　A，class　B　and　class　C

　　　blizzards，respectively　（Sato　al／d　Hir－

　　　asawa，2004）．

要条件にすぎず，いつでも強いブリザードになるとは

限らないようである．44次隊で経験した，いくつかの

強いブリザード時の気象庁の解析図やNOAAの雲画

像を眺めた限りでは，上記気圧配置に加えて，客観解

析データでは必ずしも表現されていない，東に抜けた

ひとつ前の低気圧の存在が重要であると思われた．っ

まり，北西の低気圧に伴う水蒸気を含んだ南向きの流

2004年12月 9
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Fig．11＝A　contour　map　of　geopotential　height

　　　（in　km）at925hPa　when　the　fastest

　　　gust　wind　of61．2ms－1was　recorded

　　　at　Syowa　Station（X）．A　strong
　　　cyclone　is　situated　around65QS　to　the

　　　northwest　of　Syowa　Station．Shaded
　　　are　the　regions　with　relative　humidity

　　　larger　than80％（Sato　and　Hirasawa，

　　　2004）．

れに，東の低気圧に伴う大陸側の冷たい西向きの流れ

がぶつかる収束域で，対流活動が活発となり，ブリザー

ドを引き起こすようである．南極の気象の解釈および

予報には，中小規模現象を押さえる必要があると考え

られる．

　第12図は，1978～2003年に起こった636回のブリザー

ドに対して解析したブリザード継続時間の統計であ

る．横軸が等問隔でないことに注意したい．強いブリ

ザードほど長時問続いているのがわかる．C級以上の

ブリザード，すなわちすべてのブリザードの平均継続

時問は，24．0時間である．B級以上は31．3時間，A級

以上は37．8時間である．最長記録は1992年8月にお

こったB級ブリザードで135時間（5日15時間），つづ

いて1992年5月のA級ブリザード116時問（4日20時

問），1978年10月のB級ブリザード110時間（4日14時

問）である．継続時間はブリザードをもたらす低気圧

の規模や形によると考えられる．44次隊で経験した7

月31日から8月2日まで約55時問続いた最長のブリ

ザードは，2つの低気圧が連続してやってきたためで

あった．

　ブリザード回数の年々変動を第13図に示す．各隊次

ごとでなく，各年毎のデータにして示してある．ブリ

ザード回数が最も少ないのは1988年（29次隊）の9回，

最も多いのは1982年（23次隊）の42回で，その差はか
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Fig．12：Integrated　number　of　blizzards　at

　　　Syowa　Station　in1978through2003as
　　　a　function　of　duration．Black　colors，

　　　cross　shading，and　hatches　indicate
　　　class　A，class　B，and　class　C　blizzards，

　　　respectively（Sato　and　Hirasawa，
　　　2004）．

なり大きい．23次隊では，映画「寅さん」シリーズの

マドンナの名前をブリザードに付けていたが，途中で

足りなくなってしまったとの記述が，基地の新聞に残

されている．平均は，A級ブリザードが5．6回，B級が

10．6回，C級が9．3回の合計25．5回である．ブリザード

回数に際だったトレンドは見られないが，1980年から

1988年の9年にわたり最多記録を残した1982年を除い

て回数が少ないのが特徴として読みとれる．また，1990

年代半ばからは，増減を繰り返しながら徐々にブリ

ザードが減っているようにも思われる．

　7．年々変動と南極振動

　このようなブリザード回数の年々変動は，どのよう

にしてもたらされるのであろうか．ブリザードの季節

変化のところで述べたように，ブリザード頻度は地上

気圧が低い季節に高くなる．では，昭和基地の年平均

地上気圧の年々変動はどのようであろうか．第14図上

に時系列を示す．上向き矢印がブリザード回数が最大

の1982年，下向き矢印が最小の1988年である．それぞ

れ年平均気圧が低い年，高い年にはなっているが，ほ

かの年に比べて際だっているわけではない．また，1982

年を除きブリザード回数が少ない期問である1980～

10 “天気”51．12．
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Fig．13：Number　of　blizzards　in　each　year　at　Syowa　Station．Black　color，

　　　cross　shading，and　hatches　indicate　class　A，class　B，and　class　C

　　　blizzards，respectively．Upper　and　lower　mmerals　on　the　horizontal

　　　axis　indicate　year　and　the　order　of　Japanese　Antarctic　Research

　　　Expedition．The　bar　on　the　right　end　shows　the　average　for　the　years

　　　of1957through2003（Sato　and　Hirasawa，2004）、
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Fig。14：Time　series　of　annual　meansurface　pressure　at　Syowa　Station（top）

　　　and　that　of　Antarctic　Oscillation（AAO）index（bottom）．It　is　clear

　　　that　the　pressure　time　series　at　Syowa　Station　has　good　negative

　　　correlation　with　AAO　index　one．Downward　and　upward　arrow
　　　show　the　year　with　the　maximum　and　minimum　number　of　bliz－

　　　zards，respectively（Sato　and　Hirasawa，2004）．

1988年に気圧が高い傾向も見られない．

　ブリザードの年々変動の原因は，これまでのところ

よくわかっていない．その理由は，一つには，ブリザー

ドの定義が視程という人間

活動に密接に結びついたも

のであり，気象学的には，

強い吹雪または地吹雪の特

徴を記述するのに必ずしも

適した基準ではないためと

も考えられる．昭和基地で

は晴天でも15m　s－1程度の

風が吹くことはしばしばあ

る．晴れているのに30m
s－1を超える風が吹いて，建

物のドアをあけるのに苦労

するという奇妙なことも経

験する．降水がなくても，

降りたてのやわらかい雪が

風上にあれば，地吹雪に

なって視程は悪くなるし，

雪が固くなっていたら，視

程は下がらず風が強いだけ

ということになるだろう．

　興味深いのは，第14図上

に示した昭和基地の地上気

圧の年々変動が，南半球中

高緯度をおおう大規模な現

象に支配されていることで

ある．第14図下に示すのは

「南極振動」と呼ばれる現象

の時系列である．昭和基地

の年平均地上気圧の時系列

はこれときれいな負の相関

を持つのがわかる．ただし，

南極振動にはプラスのトレ

ンドがあるが，昭和基地の

地上気圧にはトレンドは見

られない．

　南極振動は南極と中緯度

の気圧のシーソーである．

Thompson　and　Wallace

（1998）を発端として議論の

盛り上がった北極振動の南

極版である．北極振動は，

EOF（経験的直交関数展開）解析するとでてくる見か

けのモードという批判的な議論もあるが，南半球はほ

ぼ円形の南極の周りは南極海で囲まれており，真の固

2004年12月 11
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有モードである可能性もある．昭和基地の気圧の年々

変動が，このような大規模な現象に支配されているの

は興味深く，南極域を代表する観測点として重要であ

ることを示すものである．

　あとがき

　1999年12月に極地研に異動してから，極域の気象を

思う存分調べたいと思っていました．昭和基地に越冬

し，その機会を得ました．同じ観測隊に参加されてい

た気象庁の方々に協力頂き，地上気象のデータを同じ

フォーマットに整理して，図を作り，1次隊から43次

隊までの全てのデータを並べてみたときには，感無量

でした．南極昭和基地の気象観測の歴史の全てが詰

まっているこのデータをおろそかにはできないと思い

ましたし，今後も同じような姿勢で定常観測を継続す

る必要を強く感じました．

　夏期間，観測隊は，設営の人手不足のため，研究観

測をしにきた者も含め，すべての隊員が，基地整備の

ための建設作業に否応なくかり出されます．越冬交代

までの1月末までは，研究観測のための本来の仕事を

作業時間に行うことは難しく，必然的に残業（といっ

ても白夜なので昼間です）となります．早く片づけな

いと，周到に準備して持ってきた荷物がブリザードに

やられてしまうかもしれないという焦りもあります．

幸い，私の参加した44次隊は結果的に天候に恵まれま

したが，過去には吹雪のなか建物の陰に身を潜めて，

凍えながら中間食を取ったというような，かわいそう

な話も聞きます．そういう夏作業中の天気も，この気

象データを解析すれば手に取るようにわかり，先人達

の苦労が容易に想像できるのです．

　2002年度春の学会のシンポジウムでは南極観測が取

り上げられ，その歴史と現状と将来についての議論が

なされましたが，実際に観測隊に参加したことは，私

にとって，昭和基地を第一拠点としたこれからの設営

も含めた日本の南極研究のありかたについて，大いに

考えさせられる貴重な体験でした．2007年度，49次隊

を最後に任務を終えるしらせの後継船については，多

くの方の努力と，世論の力に支えられて認められたと

いうのは記憶に新しいことと思います．しかし，しら

せの後継船は，今のスケジュールでは，早くて52次か

らの運行となり，50，51次の観測については未確定で

あることは，あまり知られていない事実です．もし，

50，51次に観測船の運行がなくなればどうなるでしょ

うか．実は，50～51次の観測（2009～2010年）のみな

らず，次年に観測隊の交代ができない49次の越冬観測

（2008年）も断念せざるを得なくなります．また，52次

に予定通りしらせの後継船の運行が開始されたとして

も，基地再開の作業のため，少なくとも52次はじめの

観測（2011年〉は難しくなります．つまり，3～4年

の観測空白期問ができてしまいます．この期間は，ちょ

うど第4次国際極年（2007年3月1日～2009年3月1

日）を含んでおり，国際的にも欠測となるのは，大変

恥ずかしいことです．また，欠測年があると，トレン

ドなどの気候解析もできなくなります．つまり，過去

のデータも生かされなくなるのです．

　この解説で述べたように，地上気象だけをとっても

面白い特徴が極域には沢山あります．これから極域の

気象に興味を持つ若い人たちが増えてくればよいと思

います．越冬中，昭和基地での生活や自然について感

じたこと考えたことは，誠文堂新光社の「子供の科学」

（2003年5月号～2004年3月号．2004年2月号を除く）

に連載しました．興味のある方はこちらも見て頂ける

と幸いです．なお，地上気象データの整備には，平沢

尚彦さん，44次定常気象観測隊員の江崎雄治さん，高

橋武さんにお世話になりました．ここに改めて感謝

いたします．
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